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注 意 事 項 

 試験開始前に監督者の指示することをよく聞いて,その指示に従って
ください。 

（１）「解答はじめ」で，鉛筆をとって書いてください。 
     「解答やめ」で，途中でもやめて鉛筆を置いてください。 

（２）受験専攻，受験番号，氏名を必ず記入してください。

（３）試験時間は６０分です。

（４）第１問から第４問のうち，2 問を選択して解答してください。
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第 1 問（構造力学） 
 

（1）下図について以下の設問に答えよ。 

1） 反力を求めよ。計算過程も示すこと。なお、各反力は、上向き、 

右向き、時計回り方向を正の値として答えよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2） C 点から右方向に 𝑋 mの位置における、CD 間のせん断力𝑄(𝑋)、曲げモーメント𝑀(𝑋)を求めよ。  

なお、導く過程も示すこと。 
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（2）下図について以下の設問に答えよ。 

1)  反力を求めよ。計算過程も示すこと。なお、図中に各反力を矢

印で示し、各矢印の方向を正の値として答えよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   2)  AC 間において、A 点から右方向に 𝑋 mの位置でのせん断力𝑄(𝑋)、曲げモーメント𝑀(𝑋)を求め

よ。なお、導く過程も示すこと。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3） BC 間において、B 点から左方向に 𝑋′ mの位置でのせん断力𝑄(𝑋′)、曲げモーメント𝑀(𝑋′)を求め

よ。なお、導く過程も示すこと。 
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第２問（水理学） 

 

（１）図に示したように角度のある平板に衝突する噴流について１）～３）の問いに答えなさい． 

ただし，𝑏1 = 0.2𝑚,  𝜃 = 30°,  𝑣1 = 1𝑚/𝑠とする． 

１）流速𝑣2, 𝑣3を求めなさい．  

 

 

 

 

 

 

 

２）衝突後の水脈の厚さ𝑏2, 𝑏3を求めさない．  

 

 

 

 

 

 

 

 

３）平板に働く力𝐹′を求めさない．  
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（２）水中に図のような長方形の水門が鉛直に設置してある.次の問に答えよ． 

 

１） 水門の上端Ａと下端Ｂの圧力（の強さ）ｐＡとｐＢ

を求めよ．  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）長方形の水門に作用する全静水圧Ｐを求めよ．  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３)水面から全静水圧Ｐの作用点までの深さｈｃを求めよ．  
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（３）開水路に関する以下の問いに答えなさい． 

１）連続の式とフルード数の関係を用いて限界水深を求める公式を導きなさい．  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）右の図に示した水路断面を単位幅流量 0.6ｍ3/ｓ/ｍの水

が流れるときの限界水深を 1)で求めた式を使って求めな

さい．ただし、𝑔 = 9.8𝑚/𝑠2とする．  
※1)が正解している場合にのみ採点の対象とします．  

     

 

 

 

 

３）広矩形断面についてマニングの平均流速の公式から流量を用いて等流水深を求める公式を導きな

さい.  

 

 

 

 

 

 

 

 

４）１）で求めた公式を用いて水平水路において限界水深が求まる理由説明しなさい.  

 

 

 

 

５） ３）で求めた公式を用いて水平水路では等流水深が∞になる理由を説明しなさい.  
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第 3 問（地盤工学） 

 

（１） 図のように透水層の中を A 点から B 点へ流れる間隙水において、次の問いの 1)から 5)につい

て答えなさい。ただし，A 点から B 点を流れる流路の断面積は
23.0sA m= ，土の間隙率 0.6n = ，

透水係数は 0.08 seck cm= を仮定する。 

 

 

１） C 点の圧力水頭 

 

 

２） A 点から B 点を流れる水の動水勾配 

 

 

３） 見かけ速度(ダルシ速度) 

 

 

４） 実際速度 

 

 

５） A 点から B 点を流れる流量 
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（２） 図のような土層構造において、A 点、B 点および C 点の全応力、有効応力、間隙水圧をそれぞ

れ求めなさい。 

 

１） A点の全応力、有効応力、間隙水圧 

 

 

２） B点の全応力、有効応力、間隙水圧 

 

 

 

 

 

 

 

 

３） C点の全応力、有効応力、間隙水圧 
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（３） 初期有効応力
'

0 100p kPa= の粘土地盤に有効応力増分
' 100p kPa = が作用された。この粘土地

盤の初期間隙比が 0 2.0e = 、圧縮指数が 0.1cC = 、粘土層の層厚が６.0m の場合、次の問い 1)〜2)

について答えなさい。 

 

１） この地盤の圧密沈下量を計算しなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２） 両面排水
．．．．

の条件下で、圧密度9０％までの時間 90t を求めなさい。ただし、圧密度9０％の時間係数

90% 0.848vT = 、圧密係数
20.01vC m day= を用いること。 
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第４問（土木材料） 
 

下記条件の鉄筋コンクリート単鉄筋長方形断面に“正”の曲げモーメント M=100 kN･m が作用して

いる。以下の設問に答えよ。なおこの時、圧縮側コンクリートおよび引張鉄筋は弾性であり、「平面保持

の法則」「引張側コンクリートは力を受け持たない」の各仮定が成立するものとする。 

断面幅 ｂ＝60 cm、 有効高さｄ＝120 cｍ、 引張鉄筋量 Ａs ＝30 cｍ2、 

鉄筋のヤング係数 Ｅs ＝200,000 N/mm2、 コンクリートのヤング係数 Ｅc ＝20,000 N/mm2 

 

（1） 断面上縁からの中立軸までの長さを求めよ。なお、算定の過程で必要であれば、断面上縁に生じ

るコンクリートの圧縮応力と圧縮ひずみをそれぞれ 𝜎′𝑐、𝜀′𝑐、引張鉄筋に生じる引張応力と引張ひ

ずみをそれぞれ𝜎𝑠、𝜀𝑠で示すこととする。 
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（2)  断面上縁に生じるコンクリートの圧縮応力𝜎′𝑐と圧縮ひずみ𝜀′𝑐、引張鉄筋に生じる引張応力𝜎𝑠と引

張ひずみ𝜀𝑠をそれぞれ求めよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

受験専攻  受験番号  氏名  


	0_試験用
	表紙
	表紙

	試験用
	第1問構造力学(2期)
	2026_水理学Ⅱ期_問題・解答用紙2
	2026_2期_地盤工学_問題・答案用紙 (修正)
	第4問土木材料(２期)


	2026_2期_地盤工学_問題・答案用紙_修正2



